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第
二
十
七
回
熊
本
春
節
祝

賀
会
が
二
月
二
十
五
日
（
水
）

午
後
六
時
半
か
ら
、中
国
人
留

学
生
や
研
修
生
ら
約
百
十
人

を
招
い
て
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ

ッ
ス
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

同
祝
賀
会
に
は
主
催
の
熊

本
県
日
中
協
会
会
員
、
そ
れ
に 

                    

      来
賓
な
ど
約
百
二
十
人
も
出

席
し
、留
学
生
ら
と
新
年
を
祝

い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

西
村
直
子
さ
ん
の
司
会
で
、

ま
ず
、主
催
者
を
代
表
し
て
柏

木
明
会
長
が
あ
い
さ
つ
。「
こ

の
祝
賀
会
は
春
節
を
お
祝
い

し
、
留
学
生
の
方
々
を
お
慰
め 

                    

               

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、今
年

で
二
十
七
回
目
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、中
国
革
命
の
父
と
い
わ

れ
る
孫
文
と
荒
尾
市
出
身
の

宮
崎
滔
天
と
国
境
を
越
え
た

友
情
を
協
会
設
立
の
理
念
と

し
て
お
り
、
今
日
は
前
畑
淳
治

荒
尾
市
長
も
お
見
え
で
す
。 

遠
く
異
境
の
地
で
の
生
活

は
ご
不
自
由
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、今
日
は
熊
本
の
方
々
と

語
ら
い
、
安
ら
ぎ
の
ひ
と
時
を

お
過
ご
し
い
た
だ
き
、
日
中
友

好
の
架
け
橋
と
し
て
、
互
い
の

交
流
親
睦
の
輪
が
進
展
し
ま

す
よ
う
心
か
ら
念
願
い
た
し

ま
す
」。 

次
い
で
来
賓
の
あ
い
さ
つ

に
入
り
、
安
田
宏
正
副
知
事
が 

               蒲
島
郁
夫
県
知
事
の
祝
辞
を

代
読
。「
こ
れ
ま
で
留
学
生
や

研
修
生
の
受
け
入
れ
を
通
し

た
人
材
育
成
や
青
少
年
交
流

な
ど
、様
々
な
交
流
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
も
広
西
壮

族
自
治
区
と
の
友
好
と
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
」
。
ま
た

武
樹
民
・
中
華
人
民
共
和
国
駐

福
岡
総
領
事
が
「
二
十
七
年
間

に
わ
た
っ
て
中
国
人
の
た
め

に
、
こ
ん
な
盛
大
な
祝
賀
会
を

催
し
て
い
た
だ
き
、心
か
ら
感

謝
し
ま
す
。九
州
は
中
国
の
最

も
大
き
な
貿
易
相
手
と
な
っ

て
お
り
、
観
光
も
含
め
た
交
流

を
一
層
深
め
ま
し
ょ
う
」
。
幸

山
政
史
市
長
は
「
桂
林
と
の
姉

妹
都
市
提
携
が
今
年
で
丁
度 

               三
十
年
。
友
好
を
さ
ら
に
深
め

た
い
」。 

雅
楽
の
演
奏
に
入
り
、
菊
池

神
社
の
菊
池
雅
会
が
日
本
の

古
典
芸
能
を
披
露
。来
賓
紹
介

の
後
、
居
合
道
・
上
村
博
孝
教

士
七
段
の
演
武
、
熊
本
大
学
の

崎
元
達
郎
学
長
の
乾
杯
の
音

頭
で
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。 

春
聯
の
説
明
は
、
お
馴
染
み

の
王
忠
義
さ
ん
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は
チ
ェ
ス
テ
ィ
の
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
に
学
生
た

ち
が
挑
戦
。お
楽
し
み
抽
選
で

会
場
は
最
高
潮
。
熊
本
大
留
学

生
の
王
偉
さ
ん
が
留
学
生
を

代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
、
小
野

友
道
理
事
の
閉
会
の
辞
で
会

を
終
え
ま
し
た
。 

あいさつする柏木会長 （熊本ホテルキャッスル） 

大人気の 

餃子コーナー 

熊本ホテルキャッスルさんのご好意で、ホテルの

厨房をお借りして、餃子の包み込みをしました。 
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二
十
七
年
間
、
中
国
人
の
た

め
に
盛
大
な
祝
賀
会
を
開
催

さ
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

蒲
島
知
事
か
ら
熊
本
県
の

牛
乳
が
上
海
市
場
に
出
荷
さ

れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。 

農
産
物
の
貿
易
拡
大
、
友
好 

        熊
本
大
工
学
部
大
学
院
生 

唐
山
出
身
・
二
九
歳  

熊
本
に
は
来
て
間
も
な
い

が
、
環
境
が
い
い
。
人
も
優
し

い
で
す
。 

           

 

商
圏
の
パ
イ
プ
確
立
を
期
待

し
ま
す
。
福
岡
で
は
、
今
年
初

め
て
春
節
祭
が
開
催
さ
れ
、
十

二
万
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま

し
た
。「
熊
本
の
春
節
」
に
啓

発
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、中
日
の
協
力
関
係
を
一

層
、
深
め
ま
し
ょ
う
。 

   

崇
城
大
情
報
学
部
一
年 

大
連
出
身
・
二
一
歳 

 

熊
本
市
は
と
て
も
静
か
で

す
。
何
で
も
手
に
入
る
し
、
生

活
が
し
や
す
い
で
す
。 

                         

  

 

熊
本
工
業
専
門
学
校
二
年 

ハ
ル
ピ
ン
出
身
・
二
十
歳  

と
て
も
き
れ
い
な
町
で
す

ね
、
熊
本
市
は
。
皆
、
親
切
に

し
て
く
れ
ま
す
。 

                         

                                  

武樹民駐福岡総領事 
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森
川
健
康
堂
、
柏
木
明
、
熊

本
華
僑
総
会
、
熊
本
県
創
価
学

会
、
寿
量
会
、
崇
城
大
学
、
日

中
友
好
熊
本
県
議
会
議
員
連

盟
、
小
山
旅
館
、
肥
後
銀
行
、

阿
蘇
製
薬
、
阿
蘇
熊
牧
場
、
岩

下
俊
一
、
銀
染
、
熊
本
産
業
文

化
振
興
、
倉
岳
町
漁
業
協
同
組

合
、
蔵
元
昭
一
、
熊
本
ホ
テ
ル

キ
ャ
ッ
ス
ル
、
熊
本
県
医
師
会
、

熊
本
朝
日
放
送
、
熊
本
学
園 

                      大
学
、
國
米
聰
太
郎
、
古
賀
眞

二
、
潮
谷
義
子
、
慈
永
会
、
Ｊ

Ａ
熊
本
中
央
会
、
高
野
瑞
代
、

高
野
会
、
中
野
楊
子
、
野
田
た

け
し
事
務
所
、
博
光
会
、
熊
本

県
日
中
友
好
協
会
、松
野
憲
三
、

眞
鍋
嘉
人
、
松
崎
幸
子
、
三
浦

一
水
、
岩
谷
美
代
子
、
鹿
子
木

二
人
、
斉
藤
直
、
中
野
幹
夫
、

濱
田
醤
油
、
藤
間
白
扇
、
武
藤

宏
一
郎
、
吉
津
俊
子
、
松
本
崇

希
、
山
田
幸
美
（
敬
称
略
） 

                          

有
江
俊
博
、
岩
下
栄
一
、
唐

津
邦
利
、
木
原
稔
、
木
村
仁
、

熊
本
朝
日
放
送
、
熊
本
学
園
大

学
、
熊
本
機
能
病
院
、
熊
本
工

業
専
門
学
校
、
熊
本
産
業
文
化

振
興
、
熊
本
市
町
村
会
、
熊
本

保
健
科
学
大
学
、
小
串
照
彦
、

國
米
聰
太
郎
、
斉
藤
直
、
佐
藤 

 迎
春
・
・ 

春
を
迎
え
、
福
を
享
受
す
る 

丑
時
・
・ 

丑
の
刻
に
、
春
が
戸
に
入
る 

牛
歳
・
・ 

牛
歳
に
福
が
門
口
に
や
っ
て

来
る 

                  征
紀
、重
光
産
業
、
志
谷
直
彦
、

秀
拓
、
西
部
電
気
工
業
、
全
日

本
空
輸
熊
本
支
店
、崇
城
大
学
、

田
中
智
恵
子
、
谷
脇
ミ
ヨ
子
、

中
垣
秀
夫
、
濱
田
醤
油
、
ヒ
ラ

イ
、
三
浦
一
水
、
南
九
州
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
、
森

川
健
康
堂
（
敬
称
略
） 

                 

四
川
大
地
震
に
見
舞
わ
れ

た
一
方
で
は
、
北
京
五
輪
の
大

き
な
感
動
、そ
し
て
日
中
青
少

年
友
好
交
流
年
と
、昨
年
は
人

的
交
流
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
来

年
は
上
海
万
博
も
開
催
予
定

で
、
日
中
間
の
交
流
は
益
々
進

む
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
二
十
七

年
前
に
広
西
壮
族
自
治
区
と

友
好
提
携
を
交
わ
し
、
留
学
生

や
研
修
生
を
受
け
入
れ
、様
々

な
交
流
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
。今
後
も
地
方
レ
ベ
ル
で

の
日
中
間
交
流
の
良
き
モ
デ

ル
に
な
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

                                  

学生たちも一緒に踊りました。 

代読する安田宏正副知事 
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桂
林
市
と
姉
妹
都
市
を
提

携
し
て
三
十
年
の
節
目
の
年

で
あ
り
、
様
々
な
交
流
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
四
月
、

市
民
の
翼
と
し
て
、百
名
の
方

が
桂
林
か
ら
、
来
熊
、
熊
本
か

ら
も
同
様
に
飛
ば
し
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
、九
州
の
各
都
市 

           

私
は
五
年
前
、
熊
本
に
来
て

二
年
前
か
ら
熊
本
県
留
学
生

会
長
を
務
め
、
友
好
活
動
の
中 

     
「
聖
地
チ
ベ
ッ
ト 

ポ
タ

ラ
宮
と
天
空
の
至
宝
」
が
四 

     が
連
携
し
て
東
ア
ジ
ア
へ
の

展
開
、と
く
に
中
国
へ
の
展
開
、

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。 

武
総
領
事
に
は
私
ど
も
桂

林
市
と
の
交
流
の
面
で
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す 

で
、
社
会
に
果
た
す
べ
き
使
命

と
責
任
を
痛
感
し
ま
し
た
。
私

た
ち
留
学
生
は
中
日
友
好
交

流
の
発
展
の
た
め
に
、
精
一
杯

尽
力
し
て
参
り
ま
す
。 

四
川
大
地
震
の
際
に
贈
ら

れ
た
日
本
の
救
援
活
動
に
中

国
国
民
は
敬
意
と
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
建

国
六
十
周
年
に
当
た
り
、私
た

ち
は
日
中
友
好
の
架
け
橋
の

役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

     月
十
一
日
か
ら
六
月
十
四
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
九
州
日

中
民
間
文
化
交
流
協
会
会
長

で
あ
り
、
毎
年
、
熊
本
春
節
祝

賀
会
に
も
参
加
、
今
年
は
抽
選

会
で
抽
選
を
し
た
張
晶
さ
ん

が
同
展
に
合
わ
せ
て
油
彩
展

を
開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。 

 

「
チ
ベ
ッ
ト
の
美
」
張
晶 

四
月
七
日
〜
同
十
九
日 

九
州
国
立
博
物
館 

一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

 

   

今
号
は
春
節
祝
賀
会
の
特

集
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
が 

    

熊
本
県
中
国
残
留
孤
児
等

対
策
協
議
会
が
行
っ
て
い
る

高
齢
帰
国
者
向
け
日
本
語
教

室
「
和
睦
会
」
の
春
節
を
祝
う

交
流
会
が
、一
月
二
十
三
日
付

の
熊
日
朝
刊
に
写
真
入
り
で 

                   

中
国
旅
行
の
際
に
撮
影
さ
れ

た
貴
重
な
風
景
写
真
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
（
機
関
紙
編
集
委
員
会
） 

    

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本
市

の
健
軍
文
化
ホ
ー
ル
に
中
国

帰
国
者
ら
二
十
四
名
が
参
加
、

春
節
に
は
欠
か
せ
な
い
餃
子

作
り
と
和
や
か
な
ひ
と
時
の

模
様
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

                   

Ｈ２１．１．２３ 熊日朝刊より 

当選して 

大喜び 

準備が 

大変です。 


